
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                        

   

 

 

春日部市立春日部南中学校 令和４年度 第５号 令和４年８月２９日発行 

打って反省、打たれて感謝 

学 校 長 

 灼熱の太陽のもとといった表現がふさわしく思うようなこの夏、保護者の皆様には本校の教育活動に

ご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。また、夏休み前半に行われました運動部県大会

や文化部吹奏楽コンク－ルでは多くの応援を賜り、重ねて御礼申し上げます。東松山市駒形公園、越谷

市民球場、秩父市文化体育センタ－、熊谷スポーツ文化公園陸上競技場、熊谷ドーム、羽生市産業文化

ホ－ルなど、それぞれの県大会やコンク－ル会場で多くの熱戦や熱演を拝見しました。勇気と元気、活

力をいただいた貴重な時間となりました。重ねて御礼申し上げます。 

 

剣道には「打って反省、打たれて感謝」という先人の教えがあります。一般的な考え方からすれば、

相手を打ち込むことができたら嬉しいし、相手に打たれたら悔しいと思います。「打って反省」とは、自

らの不用意な無駄打ちを戒めることで、まさに一本の重みを教えてくれる言葉。同時に、どうして相手

を打つことができたのかをあらためて振り返るきっかけにもなる言葉。本来であれば、勝利、成功、達

成感などを得た場合には、そこに反省はあまり必要ないと思われがちですが、敢えてなぜ打つことがで

きたのかを考える。そのことを心がけることによって、さらに自らの心身ともに成長させてくれるとい

うことに繋がっていくのだと思います。「打たれて感謝」とは、相手が自分の弱点を教えてくれたことに

対する感謝の言葉。剣道は、防具で守られているのですが、打たれれば当然痛く、また悔しさも伴いま

す。その悔しさを敢えて感謝という謙虚な気持ちに切り替えていくことが、人間的にも成長できたとい

う証に繋がるということです。ここは、大変難しい。特に人によって大きな差となることと思います。

目標とする相手や日々食事など気を遣う親、支え合う仲間、練習や会場に足を運び応援してくれる方々、

指導してくれる先生やコーチ、場所等を提供してくれる関係者や地域の方々、このように考えると素直

に感謝の言葉に替えられていくのでしょうか。 

 さて、本校の学校教育目標「夢に向かって 未来を拓く」 この言葉の力を、再度見つめ直します。

短い文の中にその明快さと勢いを感じとれる言葉だと思っています。吹奏楽部のコンク-ルでも、運動部

の学校総合体育大会でも、いずれの場面においても感謝の言葉を耳にします。行事の直後でも大会のた

めに練習する生徒、暑い日も寒い日も、雨の日も風の吹く日も一生懸命な生徒、その姿そのものに感動

や感謝を覚えます。生徒が悔しがり、苦しんでいるとき、指導者として何とかしてあげたいと願います。

結果が出せず敗退したり、目標を達成できたりと、そこにまた新たなドラマが生まれます。生徒ととも

に反省し、感謝します。この繰り返しがやがて伝統という綿々と受け継がれていく凄みとなります。一

つの場面や場所、一回の大会や演奏会・コンクールなどを通して、大きく成長していく生徒の姿。指導

者として、一番勇気と自信を与えてくれます。一歩一歩、前へ。相手に学び、相手に感謝、様々な経験を

得ることで、その境地に繋がっていくのだと思います。 

 「夢に向かって 未来を拓く」 この光る言葉のもと、光り輝く生徒とともに、生徒自らの人生を切

り拓いていこうとする力を、教師－保護者－地域が一体となり育んでいきたい。 

勝敗は試合の結果であって、試合やコンク-ルそのものではない。 

熱き、大切な一生一秒とともに、打って反省、打たれて感謝！ 


